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 tPA治療施行
100症例を突破
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脳血管に血栓が詰まる脳梗塞は毎年8万人以上の命を奪う怖い病気
ですが、2005年10月に脳梗塞の治療薬として適応が認められた血
栓溶解剤tPAが、当院でも良好な治療結果を出しています。tPA治療
を当院が採用したのは同年12月。4年目に入った2009年3月には
103症例に達し、脳梗塞の患者さんの後遺症が軽減しています。

社
会
復
帰
率
を
向
上
さ
せ
た

t
P
A
治
療

　

脳
梗
塞
を
治
療
す
る
に
は
血
管
に
詰
ま
っ
た

血
の
か
た
ま
り
（
血
栓
）　

を
一
刻
も
早
く
取

り
除
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
t
P
A
を
投
与
す

る
と
、
血
管
を
詰
ま
ら
せ
て
い
る
血
栓
を
溶
解

し
、
血
流
を
再
開
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

脳
梗
塞
の
発
作
を
起
こ
し
た
患
者
さ
ん
が
、

当
院
で
t
P
A
の
投
与
を
受
け
て
、
自
立
歩
行

で
退
院
す
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
お
り
、
社
会
復

帰
率
が
確
実
に
向
上
し
て
い
ま
す
。

脳
梗
塞
発
症
後
3
時
間
が

分
か
れ
道
に

　

し
か
し
、
t
P
A
は
発
症
か
ら
数
時
間
経
過

し
て
投
与
す
る
と
、脳
出
血
の
恐
れ
が
高
ま
り
、

効
果
も
乏
し
く
な
る
た
め
、
投
与
の
対
象
は
、

「
発
症
後
3
時
間
以
内
」
と
厳
し
く
制
限
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

t
P
A
投
与
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
判
断
す

る
た
め
の
事
前
検
査
に
は
1
時
間
程
度
が
必
要

で
す
。
つ
ま
り
、
発
症
後
2
時
間
以
内
に
病
院

に
着
い
て
い
な
い
と
t
P
A
投
与
が
で
き
な
い

の
で
す
。

　

で
す
か
ら
、
迷
っ
て
い
る
時
間
は
あ
り
ま

せ
ん
。
発
症
し
て
か
ら
ど
れ
く
ら
い
の
時
間

を
要
し
た
か
が
、
脳
梗
塞
の
最
新
治
療
で
あ
る

t
P
A
投
与
が
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
の
分
か

れ
道
に
な
り
ま
す
。 

治
療
体
制
を
整
え

24
時
間
待
機

　

も
し
、
あ
な
た
や
ご
家
族
に
「
片
側
の
手
足

が
動
か
な
い
」「
ろ
れ
つ
が
回
ら
な
い
」
な
ど

の
症
状
が
出
た
ら
、
す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
ん
で

く
だ
さ
い
。
も
し
、
呼
ぶ
べ
き
か
ど
う
か
迷
っ

た
ら
、
当
院
へ
直
接
電
話
を
入
れ
て
く
だ
さ

い
。
医
師
が
必
要
な
指
示
を
出
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。「
明
日
ま
で
様
子
を
見
て
か
ら
」
と
受

診
が
遅
れ
る
と
、
t
P
A
治
療
を
受
け
る
時
期

を
逃
が
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

当
院
で
は
、
脳
梗
塞
の
早
期
診
断
・
早
期
治

療
が
で
き
る
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
24
時
間
待
機
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ム
ー
ズ
な
脳
梗
塞
治
療
を
行
う

た
め
の
診
断
・
治
療
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、

1
0
0
症
例
以
上
の
t
P
A
治
療
実
績
が
あ
り

ま
す
。

Hea l th  Nav i
脳梗塞治療最前線

脳卒中診療部長・医局長 吉本 哲之
得意分野　脳血管障害全般・特に脳動脈瘤・脳虚血性疾患の治療 
認定医・専門医　日本脳神経外科学会専門医・日本脳卒中学会専門医 
現在の主な役職　日本脳循環代謝学会評議員・北海道脳卒中研究会世話人

脳梗塞の発作が起きたら一刻も早く当院へ

救急車専用通路

柏葉脳神経外科病院

救急出入口

国道36号

救急車が国道36号から当院A館1階の救急処置
室へ直接乗り入れることができる救急車専用通路
があります

救
急
車
が
直
接
救
急
処
置
室
へ

 tPA治療施行
100症例を突破

急性期脳梗塞に有効



全
国
平
均
を
上
回
る

当
院
の
良
好
な
治
療
結
果

　

t
P
A
投
与
3
カ
月
後
の
当
院
に
お
け
る
治

療
結
果
を
見
る
と
、「
通
常
の
日
常
生
活
が
で

き
る
」
と
こ
ろ
ま
で
回
復
し
た
患
者
さ
ん
は
4

割
で
、
全
国
平
均
の
3
割
を
上
回
る
良
い
結
果

を
出
し
て
い
ま
す
。
副
作
用
に
よ
る
脳
出
血
は

全
国
平
均
で
2
・
5
割
あ
り
ま
す
が
、
当
院
で

は
1
割
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
よ
り
有
効
で
安
全
な
t
P
A
治
療
を

行
う
た
め
に
、
近
隣
の
病
院
や
診
療
所
、
救
急

隊
と
の
連
携
を
強
化
し
、
脳
梗
塞
の
初
期
症
状

や
治
療
に
つ
い
て
の
情
報
を
交
換
・
共
有
し
な

が
ら
、
脳
の
専
門
病
院
と
し
て
の
使
命
を
果
た

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

柏葉脳神経外科病院での tPA治療実績

（2005年12月～ 2009年3月）
tPA静注療法 103症例

tPA
症例
治療

72歳女性
突然、左麻痺と

言語障害を発症搬入時MRI搬入時SPECT

tPA前MRA(○印内の血管が詰まっている)

●脳梗塞発症後
3時間以上が
経過している

tPA治療の流れ

救
急
隊
か
ら
の
連
絡

来
院

診
断

発
症
時
間
の
把
握
・
画
像
診
断
な
ど

イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト

患
者
さ
ん
・
ご
家
族
へ
の
説
明

治
療
開
始

t
P
A
静
脈
投
与

適
応
決
定

既
履
歴
・
服
薬
内
容
の
確
認
・

血
液
検
査
値
の
確
認

検
査
や
治
療
開
始
の
準
備

tPA治療を
適用できないケース

①1時間後に来院
②診断・検査
③発症約2時間後にtPA静注
投与開始
④静注30分後、左麻痺と言
　語障害が改善
⑤14日後に、自立歩行にて
　退院

●脳梗塞の発症時間がわから
ない
●発症後3時間以内でも、脳
梗塞が進行している
●病歴・服薬内容の確認がで
きない
●家族と連絡がとれない

柏葉脳神経外科病院は、tPA療法を実施できる体
制を国内で最も早く整備し、2009年3月末現在
で103症例とトップクラスの症例数を数え、良
好な治療結果を出しています。

2005年12月
tPA治療開始

2006年12月末 2007年12月末
2008年12月末

2009年3月末

35症例 33症例 27症例 8症例

　搬入時SPECTでは、広範
囲に血流が低下しているのが
分かりますが、MRIを見ると
脳梗塞はわずかです。
　tPA前後のMRAを見ると、
詰まった血管の血流が再開し
たのが分かります。

tPA後MRA(○印内の血管がtPAによって再開通した)



柏葉脳神経外科病院
私
た
ち
は
、
安
全
で
安
心
い
た
だ
け
る
医
療
の

サ
ー
ビ
ス
に
徹
し
、
患
者
さ
ん
の
幸
せ
を
守
り

ま
す 病

院
の
理
念

●
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
、
思
い
や
り
の
あ
る
最
善
の

医
療
に
全
力
を
つ
く
し
ま
す

●
医
師
と
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
説
明
と
、
患
者
さ
ん
の

理
解
と
選
択
に
基
づ
く
医
療
を
実
践
し
ま
す

●
患
者
さ
ん
の
意
志
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
尊
重
し
ま
す

●
医
療
従
事
者
と
し
て
、
常
に
、
豊
か
な
人
間
性
と

技
術
の
向
上
を
め
ざ
し
ま
す

●
救
命
・
救
急
医
療
か
ら
心
と
体
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
ま
で
、
脳
の
総
合
病
院
を
め
ざ
し
ま
す

●
地
域
医
療
機
関
と
の
強
力
な
連
携
を
は
か
り
、
よ

り
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
医
療
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

ま
す

病
院
の
基
本
方
針

●
患
者
さ
ん
は
、
平
等
で
、
安
全
な
医
療
を
受
け
る

権
利
が
あ
り
ま
す

●
自
分
の
診
療
に
か
か
わ
る
人
々
の
氏
名
と
役
割
を

知
る
権
利
が
あ
り
ま
す

●
自
分
の
病
気
・
治
療
・
予
後
に
つ
い
て
知
る
権
利

が
あ
り
ま
す

●
治
療
に
つ
い
て
承
諾
・
拒
否
す
る
権
利
が
あ
り
ま
す

●
自
分
の
診
療
に
つ
い
て
、
他
医
師
の
意
見
（
セ
カ

ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
）
を
得
る
権
利
が
あ
り
ま
す

●
自
分
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
権
利
が
あ
り
ま
す

●
公
的
援
助
、
地
域
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
情
報
を
知

る
権
利
が
あ
り
ま
す

●
病
院
職
員
に
対
し
て
、
意
見
・
苦
情
を
伝
え
る
権

利
が
あ
り
ま
す

患
者
さ
ん
の
権
利

編
集
後
記

の
景
色
も
す
っ
か
り
春
の
装
い
へ
と
変
わ
り

ま
し
た
。
春
を
迎
え
、
当
院
で
も
今
年
度
17

名
の
新
入
職
員
を
迎
え
ま
し
た
。
し
っ
か
り

と
し
た
木
に
育
つ
よ
う
大
切
に
育
て
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

日
毎
に
力
強
さ
を
増
す
春
の
日
差
し
で
す

が
、
初
夏
の
気
温
の
日
が
あ
っ
た
か
と
思
え

ば
、
一
変
し
て
10
度
以
上
低
い
最
高
気
温
の

日
が
あ
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
寒
暖
の
差
に

体
調
を
崩
す
こ
と
の
無
い
様
、
体
調
管
理
に

は
十
分
ご
留
意
く
だ
さ
い
。　
　
　
（
小
川
）

　

雪
解
け
が
進
む

に
つ
れ
、
夜
明
け
の

時
間
が
早
く
な
り
、

木
々
の
新
芽
も
膨
ら

み
を
増
し
、
羊
ヶ
丘

私
た
ち
の
考
え
て
い
る
こ
と

さ
ま
ざ
ま
な
医
療
機
器
を

3
6
5
日
24
時
間
安
全
運
用

臨床工学科

部門レポート

科長…長谷川 清純

スタッフ…臨床工学技士 3名

　　　　　助手 2名

る
こ
と
か
ら
、
体
内
の
患
部
周
辺
の
血
行
不
全

組
織
へ
効
果
的
に
酸
素
を
送
り
届
け
、
障
害
の

修
復
を
促
進
さ
せ
ま
す
。

　

当
院
で
は
1
9
8
2
年
よ
り
高
気
圧
酸
素
治

療
装
置
を
導
入
し
、
脳
・
神
経
疾
患
の
治
療
を

中
心
に
、
4
台
の
装
置
で
月
平
均
5
0
0
回
の

治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

医
療
機
器
17
機
種
1
4
5
台
の
保
守
・
点
検
も

　

医
療
機
器
保
守
管
理
は
、
院
内
で
使
用
す
る

治
療
・
監
視
装
置
17
機
種
1
4
5
台
を
登
録
し
、

機
器
の
導
入
か
ら
保
守
、
廃
棄
ま
で
の
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
を
管
理
し
て
い
ま
す
。
主
要
な
機
器

は
人
工
呼
吸
器
、
輸
液
ポ
ン
プ
・
シ
リ
ン
ジ
ポ

ン
プ
、
心
電
図
モ
ニ
タ
な
ど
で
、
常
に
整
備
し

た
状
態
で
中
央
管
理
化
し
、
救
急
対
応
に
備
え

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
点
検
計
画
を
元
に
実
施
す
る
予
防

保
守
、不
具
合
発
生
時
に
実
施
す
る
不
良
点
検
・

調
整
・
修
理
等
の
不
具
合
保
守
を
行
っ
て
い
ま

高
濃
度
酸
素
を
投
与
す
る
高
気
圧
酸
素
治
療

　

臨
床
工
学
科
で
は
、
3
6
5
日
対
応
の
勤
務

体
制
で
高
気
圧
酸
素
治
療
、
医
療
機
器
保
守
管

理
、
医
療
ガ
ス
保
守
管
理
の
業
務
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

高
気
圧
酸
素
治
療
と
は
、
通
常
気
圧
（
1

す
。
ま
た
、
保
守
記
録
は
書
類
お
よ
び
電
子
の

両
方
を
活
用
し
た
履
歴
管
理
で
、
機
器
の
運
用

状
況
や
故
障
状
況
を
把
握
し
な
が
ら
、
起
こ
り

う
る
故
障
に
つ
い
て
未
然
に
防
止
す
る
な
ど
常

に
安
全
な
機
器
運
用
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

医
療
ガ
ス
保
守
管
理
で
は
、
関
係
法
令
に
基

づ
い
た
院
内
医
療
ガ
ス
の
配
管
・
吸
引
・
圧
縮

空
気
設
備
、院
外
に
設
置
し
て
い
る
液
化
酸
素
・

ガ
ス
マ
ニ
ホ
ー
ル
ド
室
設
備
、
医
療
ガ
ス
関
連

機
器
類
の
保
守
・
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

臨
床
工
学
科
で
は
、
常
に
安
全
業
務
の
姿
勢

を
心
が
け
、
専
門
知
識
や
技
術
の
研
鑽
に
努
め

て
い
ま
す
。
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か
し
わ
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22
号

気
圧
）
の
倍
に
あ
た

る
2
気
圧
環
境
下
の

装
置
の
中
で
、
高
濃

度
の
酸
素
を
一
定
時

間
投
与
す
る
治
療
で

す
。
気
圧
が
高
く
な

る
と
血
液
中
に
溶
け

る
酸
素
の
量
が
増
え

人工呼吸器の点検作業

高気圧酸素治療装置


